
パネリスト

　プログラム

　お申込み

フリーデザイナー

北海道札幌市出身。 2014 年に 「炭鉱まちに住みた

い」 と地域おこし協力隊として北海道赤平市に移住。

2017 年に任期を終え現在は空知を中心にフリーデ

ザイナー、ライター、NPO 職員、ゲストハウスオーナー

として活動中。

福岡大学 地域連携推進センター　助教
　　　　　　 福岡 ・ 東アジア ・ 地域共生研究所　研究員

専門は地域共生学、歴史学。地域連携コーディネーター
として多様な分野のまちづくりプロジェクトの企画 ・ 立
ち上げに携わる。 2015 年からは 「三池炭鉱の記憶プ
ロジェクト」 として熊本県荒尾市との連携のもと、 三池
炭鉱の記憶を収集 ・ 保存し、 まちづくりの資源として
活用していく取組みを展開している。

見学家 

土木工事現場、 産業遺産や工場などを一般向けに

WEB や書籍などで紹介。 また、 イベントを通して専

門家と専門外の人を結びつける活動行っている。

2011 年～２０１４年炭鉱の島 「池島」 にて地域おこ

し協力隊として活動。 HNK ブラタモリ長崎編では「池

島」 の案内役を務めた。 著書に 『社会科見学に行こ

う！』、 『ニッポン地下観光ガイド』 などがある。

写真家兼産業遺産探検家
NPO 法人 J-heritage 戦略企画室室長

 写真を通して産業遺産の魅力を伝えるべく、 全国を

旅している。 産業遺産ツアーではガイドも務める。

2014 年にはキヤノンギャラリーにて写真展を開催。

著書に 「ぐるっと探検産業遺産」、 「女子的産業遺産

探検」 がある。 湊川隧道保存友の会 幹事。

J-heritage 代表、 産業遺産コーディネーター

産業遺産が持つ価値や魅力を伝えるため、 産業遺産

を見学 ・ 記録するＮＰＯ法人Ｊ‐ｈｅｒｉｔａｇｅを立ち上げ

た。 兵庫県ヘリテージマネージャー、 内閣府地域活性

化伝道師、 総務省地域力創造アドバイザーを務め、

全国の産業遺産の保存 ・ 活用にも携わる。

荒尾市
福岡大学 福岡・東アジア・地域共生研究所

問合せ 福岡大学 福岡・東アジア・地域共生研究所 ( 担当：藤野）
TEL：092-871-6631 ㈹ 内線 4046　E-mail：ykrf118@fukuoka-u.ac.jp

オンライントークイベント

18:30 ～ 21:00

前畑　洋平 氏

前畑　温子 氏

大倉　加奈 氏

小島　健一 氏

2021 年 3月 20日㈯

18:30 ～ 18:45　オープニング
18:45 ～ 19:30　各パネリスト活動紹介
19:30 ～ 20:50　トーク
20:50 ～ 21:00　ふりかえり

・左記のQRコード、もしくは下記のURL から
　フォームにアクセスしてお申込みください。
　URL：https://forms.gle/pVD676JAta5kn6mh6
・メールでお申込みの場合は、氏名、所属、
　連絡用メールアドレスをご記入のうえ
　下記のアドレスまでお送りください。
    E-mail：ykrf118@fukuoka-u.ac.jp（担当：藤野）

先着 100名　※要申込
テーマに関心があるすべての方

無料

お申込みいただいた方に、Zoomの URL をお送りします。

申込締切　3月 18日（木）

定 員

参加費

日 時

会 場

主 催

オンライン開催（Zoomを使用）

対 象

産業遺産でまちづくり
ーまち・人・未来のつなぎかたー

コーディネーター
　山田　雄三

　あなたのまちにもある産業遺産。 それはまちの歴史を伝えるも

のであるとともに、 まちを活性化させるツールとなるかもしれませ

ん。 しかし、 いざまちづくりの資源として活用しようとしたとき、

どのようにしたらよいのか頭を悩ませている方も多いのではない

でしょうか。

　今回は、 池島 （長崎県）、 赤平炭鉱 （北海道）、 神子畑選鉱場・

湊川隧道（兵庫県）で活動に取組んできた若手の実践者をつなぎ、

「産業遺産」 をキーワードにトークを展開。 産業遺産が持つ魅力

をはじめ、 実践活動をとおして培われたまちづくりの手法や秘訣、

そしてこれからの可能性について。 ４名の実践者がそれぞれの経

験から語ります。
神子畑選鉱場

湊川隧道
（兵庫県）

池島
（長崎県）

赤平炭鉱
（北海道）

み な と が わ ず い ど う

み こ ば たあ か び らい け し ま せ ん こ う じ ょ う


